
 子どもたちの「あふれる笑顔 きらめく瞳」をめざして 

                  
【関わり合い】①…玉小では 

 
  みなさんの学力向上のひとつとして、今年度、「学びに向かう力」の育成を玉小の先生た 

 ちで研究をしています。その大まかな内容は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

学びのステップ 
めざす子ども像（こんなことができるようになって欲しい） 

低学年 中学年 高学年 

①考えをもつ 

課題に対して、自分の考

えをもつことができる。 

課題に対して、自分の考

えをもって、その考えを

整理できる。 

課題に対して、理由を明

確にして自分の考えを

もつことができる。 

②考えを拡げる 

自分の考えを進んで相

手に伝え、相手の考えを

知ることができる。 

自分の考えを整理して

伝え、相手の考えを理解

することができる。 

自分の考えを理由を示

しながら伝え、相手の考

えを理解することがで

きる。 

③考えを深める 

相手の考えと自分の考

えを比べることができ

る。 

相手の考えと比べなが

ら自分の考えを深める

ことができる。 

互いの考えの共通点や

相違点を意識し、自分の

考えをさらに深めるこ

とができる。 
 

 

そこで、研究部の先生たちが「まずは、みなさんの“今”を知ろう」と、何度も話し合い 

をして、アンケートを作りました。５月初旬にみなさんが答え、その結果を発表します。 
 

【関わり合い】に関する調査（令和５年５月実施、４段階評価、回答率９９％） 
 

質問項目 対象 肯定的回答割合 

〇友達と関わることは好きである。 全学年 ８８．０％ 

〇自分の考えをもつことができる。 全学年 ８０．７％ 

〇自分の考えや気持ちを友達に伝えることは好きである。 全学年 ６３．９％ 

〇友達の考えを知ることは好きである。 全学年 ８５．５％ 
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「学びに向かう力」の育成 

～関わり合うことで、楽しく学ぶ子どもを目指して～ 

〇関わり合うとは 

一方的に伝えるのではなく、互いに伝え合ったり話し合ったりすること 

〇楽しく学ぶ子どもとは 

友達との関わりの中で、考えを広げたり深めたりして「もっと学びたい」「やって

みたい」と感じ、学ぶことに意欲を感じる子ども 

 

 

 

①考えをもつ（全体像） 

「友達と関わることは好き。自分の考えももっている。友達の考えを知ることは好きだけ

れど自分の考えを伝えるのは少し苦手。」と感じている人がやや多いのかなぁと思います。 

研究主題 

4 か 3 と答え
た人の割合 



質問項目 対象 肯定的回答割合 

〇自分の気持ちや考えを友達に伝えようとしている。 １・２年 ８５．３％ 

〇自分の気持ちや考えを整理して友達に伝えようとしている。 ３～６年 ７１．４％ 

〇自分の気持ちや考えに理由をそえて伝えようとしている。 ５・６年 ７４．１％ 

〇友達の気持ちや考えを理解しようとしている。 ３～６年 ８３．７％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

質問項目 対象 肯定的回答割合 

〇友達と自分の考えを比べようとしている。 １～４年 ５３．６％ 

〇友達と自分の考えを比べて、違うところや同じところを見つ 

けようとしている。 
５・６年 ８５．２％ 

〇友達の考えを聞いて、自分の考えに取り入れたり、やってみ 

 ようとしたりしている。 
３～６年 ８３．７％ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
今後、定期的に調査をして、みなさんの考えを聴くことになっています。この１年間、研究

部の先生たちが中心となって全員の先生で研究を進めていきます。当然、みなさんの力が上が

るために研究を進めるので、みなさんも一緒にがんばっていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②考えを拡げる 
自分の考えを伝えることが少し苦手な人の中には「どうやったら自分の気持ちや考えを伝

えることができるかな？」と考えている人がいると思います。苦手ではない人の中にも「も
っと分かりやすく伝える方法はあるかな？」と感じている人がいると思います。 

 玉小では【関わり合い】とは、「お互いの気持ちや考えを伝え合うこと」です。伝える方
法には【話す】【書く】【表現する】など、いろいろあります。また「整理する」「理由を
そえる」も相手に分かりやすく伝える手立てです。そんな方法や手立てを学習していきまし
ょう。 

そして一方的に自分の気持ちや考えを伝えるのではなく、相手の思いもしっかり聴くこと
で【関わり合い】が成立することを覚えておきましょう。 

③考えを深める 

自分の考えを伝え、相手の考えがわかると「自分の考えと同じかな？違うかな？」と比べ
たり、「○○さんの考えは自分は考えつかなかった」などと新しく気付いたりします。その
上で、自分や周りの人がもっとよくなるように、話し合って「○○さんの考えを取り入れよ
う」とか「△△さんのやり方をやってみよう」と考えを深めることが成長につながります。 

当然、自分の考えが他の人に取り入れられることもあるでしょう。 

より良い自分や集団を作るために、【関わり合い】を通して、考えを深めていきましょう。
それらは、【楽しく学ぶ】ことにつながります。 

 《みなさんの将来像》 

先生たちはこの研究を通して、みなさんに力がつけば、「やって良かった！」と思います。
それと同時にみなさんにとっても「やって良かった！」と思えることが大事です。 
そこで《【関わり合い】ができるようになると、みなさんにどんな良いことがある？》と

いう《将来像》を思いつくままに書きます。来年の３月に１つでも「こんなことができるよ
うになった」とみなさんが感じられたら嬉しいです。また「他にもこんな力がついたよ」と
みなさんから自分の考えを聴けたらもっと嬉しいです。 
○自分の考えを正確に分かりやすく相手に伝えられるようになる。（すれ違いや誤解が減る） 
○知らない人（あまり話をしたことがない人）にも自分から話かけられるようになる。 
○相手の気持ちを考えて、話せるようになる。 
○人との会話が楽しくなり、うまく付き合えるようになる。 
〇結局、仲間が増える。 

○説得力のある説明ができるようになる。 
○自分と違う考え（価値観）を知ることができ、学びが深まる。 
○自分の考えを堂々と自信をもって伝えることができるようになる。      など 

 

 

キャリア教育 
(今と将来をつなぐ) 


